








































と述べ (70. 3. 21; 315)，さらに
「いかなる政治的陰謀が，この休会期に，進行しているものやら，わかった





























































































































































































































































厳しく規制する条項が盛り込まれていることも報告される (71. 3. 16; 136)0 
もっともこの件については， 1週間後，長い但書きをつけて，再度，委員会審
























































新しい集会法の励行の件も含まれていた (70.11. 8， 112)。しかし，以前，






22 ; 117-18)。数日後マーヴェルはこの迫害の犠牲者に恩赦 (Grace)が期待























(71. 4. 13; 139)けれども，それがはかない期待にすぎなかったことが
僅か5日後の書簡で告げられる。 i)恩赦法の見込みは心細くなりました な
にしろ，わたしどもは課税金全額を承認したわけではありませんから。J(71. 

































































案が成立し，貴族院に送られた (71. 1. 14; 126)。宮廷派といえども， こ
の審議を妨害することはできなかったようである (31)。
しかし，貴族院は庶民院案に重大な修正を加えて，送り返して来た。変更さ
れたのは，犯人は2月16日までに出頭すべしとする庶民院案 (71. 1. 12; 
126)に対し，この法案が国王の裁可を得て，貴族院議事録に記載されてから2
5日後とすること，及び，会期中の議員保護についての条文を完全に削除する































































































































































































































( 3) Margoliouth， 1I ，365によると，報告は続けられたが，紛失したと推定される。
( 4 )したがって，マーヴェルの報告を通して，戦況や， 73年の政変の様子を知ることはでき
ない。
( 5 )書名等については，文末一覧参照。なおこの訳書については， w西洋史学J183号(1996)
所収の拙稿を参照。

















































うことは，一層恐るべきことである。J cit.G.de F.Lord.168. 
(32)マ}ヴエルはこの事件の後日談として，私信のなかで，現場を指揮した2人が，結局，













(40)私信でアイルランド赴任の可能性を伝えている (71. 4. 30; 323)。もちろん，実現し
なかった。なお，当時，議員は官職を兼務できた。また国教会を批判したマーヴェル(匿
名)のTheRehearsal Trαnsprosed (1672)は国王の保護を受けている， Legouis，l44-
45.両者の宗教的「連帯Jが続いていたということか。











(48) Miller， (1991) ，185. 
( 49) Ashley， 181. 
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